別議 n 


容器（ボンべ）のお求めは 

容器(ボンべ)をお求めの隙は「象印ポータスレシ U - ス 
象印ガスボンベ」の表示のある専巧容器(ボンべ)とご指 
定のうえ、お買いまめください。 



く部品番号: GB - 123 > 3 本入りパ、乂 7 


ポータブルコンロ保班書 


[持込 f 魄] 


巧扱説明暫、本体表示などの;ま意霄きに従った使用状態で保記巧間巧に巧障した場をには、無料修理いたします。製品と本覆を 
ご持参のラえ、お買い上げの販巧店にお申しつけください。製品の巧る場所での出張樓理や製品輸送の場合は、出張料や翰送 
料などの実理を申し受けます。 


GL-CC35/GL-DC35 



みお買い上げ曰 

年月日 

©お巧店名•住所 

保証期間 

ぉ貿ぃ上げ S より 

本が1年 

巧 



ろ印欄に記入のない場合は無効となりますから、必ずご確認ください。 


1. ご乾居、ご贈答などで、お買い上げ販売店にお申しつけできない場合は、弊社のお客様ご相談窓口にお申しつけくだごい。 

2. 保証期間内でをなの場合には有料修理になります。 

(イ)使用上の誤り，および改造や不当な修理によるな障および損湯。 

(□) お買い上げ後の輸送 • 移動 • 落下などによるお障および損傷。 

(八)义が.地霞、水害、落雷、その他の天災地変、および公害、塩害、ガス客(硫化ガスなど)、異常霞圧、指定がの使用電源(電圧、周波 
,数)などによる故障および損傷。 

(二)一般家庭用なが(たとえば業務用の長時間使用、牽閣，瞄舶へのとラ載)に使巧された場合の故障および損傷。 

柿）本書のご提雨げなし、場合。 

(へ)本誓にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店ちの記入のない場合あるいは字巧を書をかえら打た場合。 

(卜）消耗部品の巧換。 

瓦本雲は曰本国內においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4 .本書は盗難•义災などの不可抗力ながで紛失された場合は、再発行いたしませんので大切に保存して < ださい。 


さお客様にご記入いただいた記載内容は、保班期間巧のサービス活動およびそのをのま全点お活動のために利用させていた 
だく場合びござしほすので、ご了承ください。 

をこの保跑書は、本書に明示した期間•を件のもとにおいて無料修理をお約まするをのです。従ってこの保訝書によって保証書 
\ を発行している者（保証寶任者）、およびそれながの事業ちに対するお客様の法律上の権がを制限ずるをのではお0ません 
ので、保拖期間経過をの修理などについてご不明の場合は、お買い上げの破売店または弊社のお客様ご相談窓□にお問い合 
わせください。 

象印7ホ-ピン株な舍な 

テ已3日 -85] 1大阪巿化区天滴]了目20畳5号なの 6)635 日-23日1 
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GL-CC/GL-DC 型 ◎©© 


仕様 . 

安全上のご注意 

危険防止のための3つの機構 



ポータブ J レコン □ 

べんリをん 

型 GL-CC35 型 
名 GL-DC35 型 


取扱説明書 


器 種名 

ポータブルコンロ 

型 を 

GL - CC 35 

GL - DC 3 已 

点火方式 
最大外形寸ミ去（使用状態） 
本体質量 

圧電点火方式 

33日 mm (福が 285 mm (與衍巧日 mm (高さ） 330mm 脇 x2 抓 mm 澳行 ) x 1 日 5 mm 眉さ） 

約1.6!< 約1.己 k 扫 

を全装圈 

圧力感知ガス通路遮断ち式 

出 力 

3.5 kWC 3000 kcal / h ) 

ガス消費堡 

2己3旨/11(周囲溫度20で） 

使用ガス 

ブタンガス 

使巧容器 

象印ポータスレシリーズ•象印ガスボンベ 

使用でをる鍋の大ささ 

24 cm まで 






仕様 


故障 • 異常の見分け方と処置方法… • 8 
もしち圧力感知まを裳置が作動した 5 ••日 

お客様相談窓 □. 日 

アフターサービス . 9 

別売品 . 10 

保詔書 . 10 

® このたびはお買い上げいただを、まことに 
ありびとラございました。 

•取扱説明書をよ <お読みのうえ、正しくお使 
し K ださし、。お読みになったあとは、大切に 
保存してくだごい。 

保証書つき 

S /^ KA ㈱ 日な巧ス石迎臟麗工業冨霞歸品 


日常の点検*お手入れ 


紙2 6目 

薪：：- 









































まを ± のご注意 必ずお守りください 




さ ここに表した注意事項は、あなたや他の人々への盾害や損喜を宋然に防止するためのものです。 
いずれち安全に関ずる重要な内容ですので、必ずお守り <だをい。 


A 警告 

取り扱いを誤った場合、死こま 
たは重傷を負ラことび、想定 
される内容を表しまず。 

A 

注意 

A 記号は、警告-注意を促ず内容びある 
ことを告げるをのです。具体的なを意內容 
は図の中や近くに艾章や絵で表します。 

A ま局 

取り扱いを誤った場合、瞻實 
または物的損害の発生び、 
想定される内容を表します。 

(S) 

禁止 

Q 記号は、禁止の巧為であることを告げる 
をのです。具体的な禁止内容は図の中や近 
くに文章や繪で表します。 

《1重傷とは、失明、けび、やけど（高溫 -I を温)、感墅、 
骨折、中毒などで、後還症び殘るをのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するをのをさします。 

• 

指示 

#記号は、行為を強刷したり指示したり 
ずる内容を普げるをのです。具体的な指示 
内容は図の中やおくに文章や絵で表します。 

ぶ2傷害とは、治癒に入院-長期の通院を要さないけび 
ややけど、感谭などをさします。 

% 3物的損害とは、家屋-豪巧および家畜-べットなどに 
かかわる拡大損害をさします。 


感お読みになった後は、お使いになるちがいつでも見られるところに必ず保巧してください。 
感お買い上げの商品と取扱説明書に記載しているイラストが異なる場合があります。 


A 


化 


1懐用容器（ボンベとその取!3巧い）について 
1-0) 容器（ボンべ）の遐熱ま意 

む下のよラな使い方は厳禁！容器(ボンべ)び過熱し爆発の原因 
团炭の乂起こしなど炭をのせての使用 
國こんろを呂台拟上ならベての使用 

网容器カノ ' C — の上にかぶさる様な大きな鍋、鉄板、陶板、特殊錦、 
ジンギスカン鍋などの f ま巧 

國コン□に尊用の付属品掛外のをの(鏡物網•金網•セラ吉ック 
炭イ寸き焼肉プレート‘省エネごとく • 省エネリングなど)の使用 
國ストーブ(フアンヒーター)などのそばでの使用 
國電磁調理器の上での使用 



• L — ごこ :: Z 

想 


'® ir ~ がの苗 


Q 


り S) 



Q 





1-( D 容器取日付けのミま意 

容器（ボンべ）は容器ガイド凹部を上にして正しくセットして使用する 
使用後は容器怖ンベ)を必ず取りはずし、キャップをして保管ずる 
ガスびちれて义災の原因 


器受けガイド凸级 I 




1 郑 使用容器の取り扱いに関するミ主意 

容器（ボンべ）を火中に投じない 




1-®容器の保管場所に閲するま意 

容器(ポンベ）は义気や直射日光(室内や車内の窓際など）をさけて（容器 
キャップをはめ）風通しの良し、湿気①少、なし140で总下の場刚こ保管ずる 
また使用樹ま器具からはずして保管する 



1 - ⑥ 使用済み容器の処理に関ずる注意 

■容器(ボンべ）を振ってサラサラと音のずる攝合には、まだガスが残っていまず。 

そのまま温度の高い巧に放置したり、火中に投入ずると爆発し危険でず。 

■容器（ボンべ）は完全に使い終わってか5、牺のごみと区別して捨てる 
■容器(ボンべ）にまだガスが残っている靖合はお顯を沸かすなどして使い切る 
か、义の気のない風通しの良い巧でステムをま甲しつけてガスを抜いてから捨てる 


ステム 



〇 


1- CD 容器のをにごめをのをしないミ主意 

容器（ボンべ）セット時、容器（ポンベ）の後に巧などのつめちのをしない 


2火災モ防 


Q 


2-( D 機器を可燃物に近づけないことなどのを意 sQn 

■火をつけたまま外出など機器の使用場所を離れたり就寝しない ^1) 

火がなど思わめ輩故の原因 側 

※糊こ天ぶら揚げをしてしぶとをは危険です。 W 飞 

■ヘアースプレーなど、弓 i 火の恐れのあるちのを近 < で使用しない \ 

火災の原因 ' 

■カセットこんろを使用中、近くに予備の燃料容器やヘアースプレーなどを放置しない 
熱でスプレー宙の圧力び上びり爆発の原因 
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2-( D ガス事が防止 


■容器(ボンべ)がセットされていて、着乂していないのに器具をつまみが〈消〉 
ながの位置にあると、ガスもれを起こし盾:険でず。十分にご注意ください。 
■使用中、玉ねぎの腐ったようなにおいがしたら、ガスもれを起こしていまず。 
ガスもれに気巧いたときは、絶対に火をつけたり電気器具（換気扇その他） 
のスイッチ入•切や差込みプラグの抜き差しおよび周辺の電話を使用しない 
でずぐ次の処置を行って < ださい。 

火や乂巧で引火し爆発事故を起こずことがあります。 

-使巧をやめ、容器（ボンべ）をはずす 
-窓や戸を飄ブ換気を十分行う 



〇 
_/ 
































1 使用容器（ボンベとその取り巧い）について A 

1 - ① 機器と使巧ガス容器の適含確認に関する注慰 

容銷(ボンべ）は像印ポータブルシリーズ•象 EP ガスボンベ」①表示のあるものを使用する 
他の容器(ボンべ)を使用ずるとガスをれ、および着义しない恐れ ^ 


1 -霞 使用容器の取り扱いに関ずるを意 

容器(ボンべ）に強い衝擊をあたえない ◎ 4^^ ^ 


呂义災ホ防 

呂 -CD 機器を可燃物に近づけないことなどの注意 

■カーテンなど燃えやずいをののそばでは使用禁止 火災の原因 

■棚の下など、落下物の危険のあるところでの使用禁止 火災の原因 

■カセットこんろの周囲に、燃えやずいものや予備の燃料容器を置かない 
火が•帰発の原因 

のこんろの下に段ボール紙など燃えやすいをのや熱に弱いもの（たたみ、じゆうく作^ 

たん、ビニールクロス）を敷いたり、通気のさまたげになるものを置かない 
乂災の原因 

の乂のついたままの持ち運び禁止輯倒するとやけどや乂災の原因 

田容器(ボンべ)のガスを故意に吸い込むことは、酸夕や事故の原因となりまずのでおやめくださし、。 


Q 


0 


2- cD 設置距離に関する注意 

設置の際、家具や壁(木造建築）など可燃物から1 5 cm 拭上離して 
使用する 壁などび熱せられ低湿乂がの恐れ 


— hamuAt ： 


3 使用場所 


■強い風ののき込む巧は避ける風で炎び吹き消される事びあり危険 
团設置面が安定していて、水平な所に置いて使用するカセットこんろびひつくりか无る恐れ 
团鲁期の低温時および器具によっては、ガスの出が落ちる場合があります。 


B 屋外ヴウトドア）での使用口ま、特に次のことに注意する 
こんろび過熱し容器（ボンべ）び爆発ずる恐れ 
-直射日光をさける-地面の涼しい巧で使用ずる 
-こんろの底が砂やか石などで埋まらないように下に板などを敷く 


0 


〇 


4 使用上のを意 

4 -① 用透についてのご注意 

因 調理な外の用途への使用禁止！過熱•異萬燃焼などによる焼廈や火がなどの危険 
百 こんろを巧類の乾燥やストーブのかわりに使用しないお類び落下するなど火災の原因 


Q 


A ま意 


、 

4 KD やけどにミ主意 

■使用中や使用直徽ま、パ‘ーナーヘッド、しる到んごとく、容器保温装置、本体などが熱くなって 
いるので手を触れない やけどの恐れ 

■容器保溫装置つをの器具の場合、使用中や使巧直後は容器が熱 < なる場合がありまずが、臭萬 
ではありません。 


4 -⑤ 補助員についてのごミち意 

補助具はこの機器用の付属品あるいは、指定のちの攻外(鏡物網、金網、セラ S ック炭付焼肉プ 
レ ー K 省エネごとく、省エネリング)は使巧しない 

G 

4 -(D 異常時の処置 

万一異常音、異常臭、赤乂などを起こした時や緊急の場合は、あわてず器具检つまみをく消 > にし 
て消火し、〈ボンべ脱〉の位置にして容器（ボンべ）を本体から取りはずし、「故障•巽常の見分け 
方と処置方法」 （8 ページ)を参照し指示に従う 

〇 

4 -⑥ 機器の取り巧いに関するを意 

強い衝裝をちえない 
故障の原因 


Q 

4 -(D 換気にま意 j 

■使用中は窓を開けるか換気扇を回すなど、換気をする 夕 U 

閉めをった部屋では巧用しない 

閉めホった部屋で長瞬間慷田すると、室巧の酸素び減がし一酸化炭素中裏のを険 

P 

1 

〇 

\ 


ノ 


お願い 


♦改造はしない。また修埋巧術さなべの人は、分解したり修理をしない 

义ぷ•けびの原因。修理はお買い上げの販売ちまたはメーカー指定のお客様ご相談窓□にごホ目談くださし、。 


参子供だけで使わせたり、巧巧の手の届くようなところで促わない 

やけど•けびをずる恐れ 

•本惭こ化をかけない。また本が:のか洗いはしない 

故障の原因 


♦巧0巧いはていねいにしてぐださい 

巧障の原因 


参錦は 24 cm な下のをのをほ用して < ださい 

容器(ボンべ)び過熱し爆発の原因 


® 硬巧容器（ポジべ）について 

1容器に表おして想る表示事項をよく読んでからご使巧 < ださい。 

2巧管してある容器（ボンべ）はときどさ点検して、さびび発生している場合には出来るだけ早く使用してください。 
3使用時の点义、使用後の消火のほか、使用中もとをどき正潮〔燃焼していることを確かめてください。 


















& 賣 P® な豪 7L 



•しる受けは、しる受け中央の切り欠きと電纖置を合わせ、正しく使巧してく塔い。 


眉険防止のための3つの機構 

■ "1.1'I./ gggg? Sj Bjgwas * _« ， , .y ?y B gj ! gg ^ . i .. i , . な , .',… •* •• 山 --. i … lUii ^ い Juy_f" i JA , _' _ 4 * ~ * ~**■' 化し ,… ■ ' ii"wwwii‘> 〜 "iaji" ,■ 1.1111 ■ i.mijaPAiaLAmjA^jmujjygg 

1圧力感知まを装置 

容器（ボンべ）が加熱され容器内の圧力が異常上昇 （0.4 〜 0.6 MPa ) ずると、ガスの通路を自動的に 
しや斷してコン□の火を消す装置です。 

2容器 （ ボンべ } 着脱まを機構 

器具おつまみがく消 > になっていないと、容器たットレバーび動かず、容器（ボンべ）びセットでをないように 
した機構です。 

3容器誤装着防止機構 

ボンベを正しくセットしないと使用でをないよラにした機構です。 

6 


ffiUB 


この商品は家庭用でず。業務用では使用しないでください。 


r ツ .': ■■ ツこ ■ 州 .. ， - 巧巧 | .> 夕 ' が"'…■ゾ いか -^ か - がか * ぶみ J 祖 ' "■',■• 


1游懷 U になる前に 

B 包装部品を取り除さコン□を正しく設置し 
てください。容器（ボンべ）は必ず象印ポ~ 
タブルシリーズ•象印ガスボンベの表示の 
ある専巧容器(ボンべ)をご用意ください。 

2容器（ボンべ）を取りつける 

①容器（ボンべ）カノ （一 をあける 
③器具栓つまみを r 消」 I こ合わせる 
感容器(ボンべ)セットレバーび「脱」になつ 
ていることを確認する 
雷容器キサップをはずし、容器（ボンべ）ガイ 
ドを上にして、コン□の容器到ブガイド(凸 
部）に合わせる 



⑤ 容器（ボンべ)セットレノ く 一を 「着」にする 

0容器（ボンべ）の取り付けび正しくない 
と、ガス臭やシューといラ音がします。 
ガスをれしていないか、点火前に必ず 
確認してくだごい。 

⑥ 容器（ボンべ）カノ く一を閉める 


点乂ずる 


①器具おつまみをゆっくり左に、カチッと 
音がするまで回し、ノ くーナーに点火ずる 
③一度で点火しないときは、器具栓つまみ 
を戻し、①の操作をくり混す 
® 点火しないまま、つまみを回したままに 
すると生ガスが出ますので、点义の確認 
はおず巧ってください。 

® 点火してすぐは J くーナーより炎び離れて燃 
焼しているとをびありますび、異常ではあ 
りません。しば日くすると容器(ボンべ)の 
圧力びを定し、炎を巧定します。 


4消义する 

①器具栓つまみをちに回し「消」にして、乂 
を消す 

® 容器(ボンべ)セットレノ C - を「脱」にして、 
容器を取りはずす 



③容器(ボンべ)を取りはずした後を、コン □ 
巧に少量のガスび残るため、ボンべセット 
レバーを「着」にしてもう一度点乂し、コン 
口內に残っているガスを燃焼をせる 
•消火樹こ r ボッ」という音がすることびあり 
ますび、これは乂び消えたとをの音で異 
常ではありません。 

5保管巧 

①容器师ンベ）を〕ン□か6取りはずした 
かどラか、いま一度確認ずる 
風容器(ボンべ）に赤い容器キャップ慰まめ、 
風通しのよい、湿気のかない斗〇で政下の 
場所に保管ずる 
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器員拴つまみび「ミ肖ルが!のところになっている 
库力感知安全装置び作動 
他社容器(ボンべ)を使用している 
容器（ボンべ）セット不烏 
) くーナーのが□部の目づまり 
電極部の巧れ 
ガスびをな < なつている 
点乂装置の故障 


器臭栓つまみを r 殺]にしてセットする 
ちしを圧力飄安を装置研强したピ明参照 
専巧容器(ボンべ)を使用ずる 
容器饰ンベ)の容器ガイ巧山こしてセットする 
命属プラシなどで目づまなを取0除< 

巧れを取0除< _ 

新しし1容器（ボンべ）に取 り替える 
点検修理を誦する 


日常®点検@お手入れ 


点巧•お手入れの際のごを慰 

1. 曰常の点検、お手入れは必ず行ってください。 

•特に煮こぼれをしたときは、ぶ、ずバーナーの掃除 

を行ってください。 

•故障またはを部の変形-破損したと思われるをの 
は i 吏巧しないで < ださし、。 

2. 点検、お手入れの前には、必ず容器(ボンべ)を取りは 
ずしたことを確認して<ださい。 

3. 安全装置およびガス通路部分は絶対に分解しないで 
<ださい。 

4. 点検、お手入れはコン□び冷えてから行ってください。 


長期間淀用しないとを 

1. しる受け、 本体、；くーナーなどが巧れていないか、よく 
乾レているか確認して<ださい。 

2. 器具の甚部が十分をえてから、ポ U 袋をかぶせて箱に 
入れ、湿気のかない攝刷こ保管してください。 

3. コン□に容器（ボンべ）をセットした状態のままで保管 
することは絶巧におやめください。別々に保管してく 
ださい。 

4. 容器（ボンべ）は、容器キャップがついていることを確 
認してから、風通しのよい40でが下の場所に保管し 
て < ださい。 


点 検 


煮こぼれの有無 


パ‘ーナーの目づま〇 


本体の丸洗いは絶対にしないでください。 
巧れを放置すると故障やヴビの原因になり 
ますか6、常に内がををむいにしておいてく 
ださい。 


不完全燃焼、あるいはがの不揃いの原因に 
な D ます。バーナーはつねにをれいにしてお 
いて <だごい。 


手入れ方ミ去 _ 

乾いた巧でよ < ふいて < ださし' i 。 巧れびとれ 
にくいときは、台所巧や牲洗剤を初〔含ませ 
てよくごぶ取ったを、乾いた巧で、十分水気 
を取つておいて < ださし、。 


ブラシなどできれし、に掃除をしてくださし、。 
にのとき、輩極の位置を動かさないように 
して < ださい。） 


堪極の巧れ S 鹽 S 願ま品!詰織!' S ? 觀懲霉 i 誌て! S 臨 S 驚 

(点火しにくくなつた場合）することげありますので、ごを煮ください。ないでくだごし、。） 


シンナ_ • ベンジン • みびを粉などの使用は、乾いた巧でよ<ふいてくださいミちれびとれ 
赛画を泡つける恐れびあります。また、ナイ 

本体.容器怖ンベ：!のちれ□ンたわし、金属製のたわしでこすると本体段く結義篇 Tlf 、 覆語覃亡 US 

や容器 ( ボンべ:)を傷つけますので、おやめ心佈し ' T スフ • N 巧 
ください。 


故障-異常®見分けおと処置方法 




を店力感知安全讓置が作動した5 


容器（ボンべ)カノ（一の上に鉄板をかぶせたり、直射 
日光の強し)場所などで使用して、容器巧圧力び異常 
に高くに4〜〇.扫 MPa ) なると、安全装置び作動して 
自動的に消火します。 

广 

cu セットの藍韻） 

① 器具をつまみを「消」の位置にしてください。 

② ^器(ボンべ)セットレノ く一を r 脱」にして、容器(ボ 
ンベ)を取りはずして < ださい。 

③ リセットレバーを指で下に巧してください。安全 
装置が解除されます。 

硬これで I 」セットび終わ0ました。 

⑥再度容器肺ンべ佑セットし、点乂することを確 
かゆてから、弓 I を続をご使用ください。 

※上記の要額でリセットできなし、場合は、啓器(ボンべ） 
を冷やすか、または剤の容器(ボンべ)をセットして 
ください。容器(ボンべ)び熱い巧態では、リセットし 
てを圧力感巧安全装置げ再度作動する場合びあり 
ます。 


この場合は、いま一度「安全上のごを意 j の項をお 
読み <ださい。再びご使用の際は必ずその原因を取 
0除を、次の要領で I 」セットして < ださい。 


容器セツトレバー 


容器 

(ボンべ） 


器具をつまみ 



リセットレバーを指で下に 
巧す。 


お客様ごネ目談窓曰 


修理•お取り巧い•消耗湿や部品ご 
購入などのご相談は、まずお買い上 
げの販売店にお問し、合ねせください。 
ご転居やご贈答などでお困0の場合、 
蝶社の窓口「お客様ご相談センター J 
にお問いをわせください。 

所在地、電話番号などは変更になる 
ことびありまずので、あ5かじめご了 
承ください。 


お客様ご相談センター 圏 0570-01 1874 

ナビダイヤル巧內通話料をでご利巧いただけます 

受付時間目:日日〜17:0日 

月曜曰〜金曜曰（祝曰、弊社休業曰を除ぐ） 

•携帯電話 . PHS でのお問し、合わせ Te ! (06)63 已 6-24 已] 
•ファクシミリでのお問い合わせ Fax (0 色)63曰日-巨143 
製品の「型名•お問い合わせ内容」と、お客輸 D r おち前•ご住所* 
電話番号’ Fax 番号」をご記入のうえ、お問い合わせください。 


アフタ—サービスにごいて 

(1) 8 ページの r 故障•異常の見分けちと処置方法」の頃を見て、もラー度ご確認 <ださい。 

(2) 確認のラえで、それでち不都含の場合あるいは不明な場含は、ご自分で修理なさらないで、お買い上げの 
販売店.または弊社のお客様ご相談窓口までご違糖ください。 

(3) 弊社はポータブルコン□の補修用性能部記を製造巧切禮、最低3年保有しています。 

♦性能部品とはこの製品の機能を維持するために必票な部品です。 



























